
ＦＯＣＵＳ ＵＰ ① 白石雅俊ＮＢＦ理事長に聞く、コロナ禍に見舞われた現在と近未来への“思い”

ＦＯＣＵＳ ＵＰ ② 4度目のプロテスト挑戦はコロナ禍で消滅。“アイドルボウラー”熊本美和さんは、今…

ＮＢＦ（日本ボウラーズ連盟）の白石雅俊理事長が、日本ボウ
リング黎明期の若かりしころにトップボウラーであったこと
は、つとに有名な話。89歳を過ぎた今も週1回、自宅近くのセン
ターで開催されるＮＢＦのダブルスリーグに参加して元気に
投げ続けている。「昔も今も、どんな立場の人に対しても、ボク
はいちボウラーとして向き合ってきた」という“日本ボウリン
グ史の生き証人”に、コロナ禍に見舞われた現在と近未来への
“思い”を聞いた。　　　　　　　　　　　　   （6月19日取材）

　　月27日にリーグで投げ
　　　たのを最後に、100日
　　　近くボウリングをするこ
とができませんでした。こんな
にも長い期間投げなかったのは、
我がボウリング人生初めてのこ
とです（苦笑）。
ボウリング場（ラウンドワン

い投げるのですが、久しぶりな
ので最初は30分でやめました。
それでも2日後くらいに太股の
あたりが筋肉痛に（苦笑）。な
ので、次に行ったときは15分、
その次も15分。毎週投げてい
たときは何ともなかったのに、
長いブランクがあるとこんなふ
うになるんですね。やはりボウ
リングは週に1、2回コンスタ
ントに続けているのがいちばん
健康的で、カラダのためにもい
いのでしょう。
　　かし、プロボウリング
　　　に大きなスポンサーが
　　　付いた話題のトーナメ
ントが増えたり、ＪＢＯ（日本
ボウリング機構）という組織が
できて、業界全体が一丸となっ
て盛り上がってきた矢先に、コ
ロナのせいでこんな状況になっ
てしまったのは本当に残念。Ｎ
ＢＦは再来年に創立50周年を
迎えるので、遅くともそれまで
には事態が終息していてほしい
と願っています。
本来なら今年は東京オリンピ

ックの年。ＮＢＦは2年前から
準備をして、従来の大会スケジ
ュールを作り変えていたのです
が、オリンピックの1年延期が

▲今年1月に開催された「米寿を祝う会」には
　ＪＢＣの北川薫会長（右）も祝福に駆けつ
　けた（1月19日、東京ポートボウル）

南砂店）の営業が再開されてか
らは、通常ならリーグのある月
曜日に、一人で投げに行ってい
ます。リーグの再開は7月から
ですが、そのときまでに（3Ｇ）
500以上は打てるようにして
おきたいですから（笑）。
普段一人のときは1時間くら

決まって、また来年のスケジュ
ールを練り直さないといけなく
なりました（苦笑）。
ボク個人としては、全日本選
手権のほかに東西の選手権とオ
ーバー70ダブルスはぜひとも
開催したいと思っています。大
会がないと会員ボウラーのモチ
ベーションも上がらないでしょ

筆頭理事」という肩書きで迎え
入れてくれました。長い間確執
のあったＪＢＣ（公益財団法人
全日本ボウリング協会）とも交
流できるようになったのはうれ
しいことですが、ボクはもう
89歳で欲も何もないし、裏で
お手伝いするだけでいい。これ
からはもっと若い人たちが先頭

に立って、ボウリング界
を引っ張っていってほし
いと思っています。
以前にも話したと思

いますが、業界の中だけ
でコトを済まそうとして
はダメ。トーナメントに
はだれもが知っている大
きなスポンサーが付い
てこそ世間の注目も集ま
るし、ボク自身がそうだ
ったように、他業種の人
たちと積極的に交流す

ることで、視野も人脈も広がって
いくのですから。
今はコロナから家族を、ボウ

ラーを守ることが最優先の課題
ですが、ボク自身マイナス思考
に陥らないように気をつけて、
また大勢の仲間と再会できる日
を楽しみに、頑張って生きてい
こうと思います。
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し

うし、とくに高齢の会員さんは、
今みたいに投げられない状況が
長く続くと、ボウリングを続け
ようという気持ち自体が薄れて
しまうのではないか、と心配だ
からです。
　　ＢＯ立ち上げのとき、他
　　　団体のみなさんがボク
　　　に気を使って、「相談役・J

ファンの人も両方頑張っている
彼女を応援している」と“二刀
流”を支持する。
ボウリング大使の肩書きも、

コロナ禍でほとんど活動ができ
ていない現状のまま手放したく
はないと思っている。
「任期2年とかにならないで
すかね？　大使のときにプロに
なれたら、めっちゃカッコいい
とも思うし（笑）」
その意気やよし。前途の幸運

を祈るばかりだ。

メンバーの名前も
知りませんでした
から（苦笑）」
バクステは、普

段はカフェのアル
バイト店員（アイ
ドルキャスト）と
して働きながら、
店内の常設ステー

ジで歌や踊りを披露するのが基
本。ＣＤを出したり、店外で芸
能活動をするメンバーは、来店
客やファンの人気投票によって
選抜される。
入店当初、歌やダンスが未経
験だった美和さんはレッスンに
付いていけず、一度ボウリング
を中断して猛特訓。生来の負け
ん気と運動神経のよさも相まっ
て他のメンバーに追いついたと
き「それまで知らなかった世界
の楽しさを感じた」という。
数年経って本格的にボウリン

グを再開したのは「ボウリング
好きのアイドルをアピールして
いながら、ハイスコア267点
がまったく更新されないことを
ファンに指摘されたから（苦
笑）」だそうだ。バクステには
殿堂（レジェンド・アイドルキ

ャスト）入りというシステムが
あり、美和さんもその一人。
そのさい「ハイスコアを更新す
る」という課題が出された。
並行して挑戦の過程を追跡し

たドキュメント作品が制作され
たが、長いブランクのせいか、
半年経ってもハイスコアは更新
できずじまい。それでもボウリ
ング自体は以前のレベルに戻り、
美和さんは改めてボウリングの
楽しさに気付いたという。
「次に目指したのがＰ★リー
ガーで、そのためにはプロにな
らなきゃと思った」と、4年前
から資格取得テストへの挑戦を
開始。その壁は分厚く、過去3
回はいずれも1次で撃沈したが、
昨年は合格ラインまであと48
ピンという“惜敗”だった。
しかし、3度目ならぬ“4度
目の正直”を期した今年は、ま
さかのコロナ禍でテスト自体が
中止に。美和さんは落胆した。

Ｐ★リーガーの夢は2年前、
番組企画の「第3回次世代Ｐ★
リーガー発掘プロジェクト」に

合格して実現した。ちなみに、
同プロジェクトの合格者6人の
中には、一足先にプロ入りを果
たした岡田友貴（51期）と小
沼姫（52期）がいる。
Ｐ★Leagueデビューの直前
には、ＪＰＢＡ「2018レディ
ース新人戦」のアマの部に出場
してＴＶ決勝に進出し、準優勝。
同年には、ラウンドワン府中本
町店で開催された小林よしみ
プロ（43期）のチャレンジマ
ッチで初のパーフェクトゲーム
を達成し、念願の自己ベスト
（ハイスコア）更新も果たした。
だからこそ、残る「プロのラ
イセンス」の夢も諦めたくはな
い。美和さんは「来年もしテス
トが開催されれば受けたい」と
迷いなく口にする。
「よく『プロになったらアイ
ドル辞めちゃうの？』って聞か
れるんですけど、私は両方全力
で頑張りたいと思っています。
Ｐ★リーガーになってから、都
内ではチャレンジの仕事もさ
せてもらえるようになってファ
ンも増えたし、カフェのお客さ
んがチャレンジに来てくれたり
もする。だからプロになってい
ろいろな地方を回って、バクス
テの知名度も上げていきたい
と思うんです」
バクステの岡村則明プロデ

ューサーも「自分で決めたこと
はちゃんとやる意志の強い子。

ボウリング好きの母親の影響
で、小学4年生のころからマイ
ボールを持って投げていた。当
時の夢はプロボウラー。中学卒
業のころまでは、名ドリラーと
しても知られる名和秋プロ
（35期）の父・正年氏の指導
を受けていたという。
芸能活動を始めたのは高3の

とき。とあるテレビ番組に出演
して知己を得たつんく♂氏らに
誘われ、秋葉原（外神田一丁目）
のカフェ「AKIHABARAバッ
クステージpass」でアルバイ
トすることになったのがきっか
けだった。
「アイドル育成をコンセプト
にしたカフェだとは知らずに入
ったんです。それまで芸能界に
はまったく興味がなかったし、
当時流行っていたＡＫＢ48の

くまもと・みわ／1993年5月10日生ま
れ、島根県出身。155㌢、右投げ。血液
型B。AKIHABARAバックステージ
pass1期生。Ｐ★リーガー。2020年度ボ
ウリング大使。

今年度、日本ボウリング場協会から“ボウリング
大使”に任命された熊本美和さんは、アイドルユ
ニット「バクステ外神田一丁目（＝いっちょめ。以
下『バクステ』と表記」で活躍するタレント。目指し
ているのはアイドル”プロ”ボウラーだ。

▲18年の女子新人戦アマの部で準
　優勝。初体験のＴＶ決勝に「人生
　で一番緊張したかも」と苦笑（7月
　29日、ボウリング王国スポルト八
　景店）

プロの夢は諦めない
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